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は  じ め に

この説明書は、パ プ リックユースプログラムと して開発 した、 ビルタイプ建築物一貫計

算 プログラム『 BST― GF』 について説明 した ものです。

本書 は『BST― GF』 の操作等 についての脱明書です。他 に入力編 ,概要編 ,出 力編

があ りますので合わせて参照 して ください。

注  意

1. 本書内容の一部あるいは全部の無断転載および複写を禁 じてお ります。

2. 本書内容 は、予告な く変更す ることがあ りますが、予 め御了承 ください。

3. 本書内容 につ きま しては、万全を期 してお りますが、万が一お気付 きの点,不明な

点等が ございま した ら、弊社 まで御問い合わせ くだ さい。

4. 運用に際 しま しては、表現 されている内容の技術的な前提条件を充分御理解 してい

ただいた上で御活用 くだ さい。

5.建 築基準法、同施行令の改正 または、各地域による行政庁の指導等の違 いによ リプ
ログラムの一部 に機能不備等が発生 しま して も、弊社 は一切責任を負 い兼ねますので

予 め御了承下 さい。

6. 本 システム使用に際 して生ず る利益、または損失については、弊社 は一切責任を負
い兼ねますので予め御了承 くだ さい。

7. 『 BST― G FJと して提供 され る媒体 に収録 されているプログラム等、および本

説明書の著作権 は、全て当社に帰属 します。

貴殿は、当社か ら許諾を受けた使用権 に基づ き、 このパ ッケー ジプログラムを指定
装置においてのみ使用で きます。

プログラム企画・開発
Oopyright◎  株式会社 エー・ エス・ ディー
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■ _ 1"夢 明 目費 夕
=

『 BST― GF』 の システムには、『MD― DOSJの システム等 は組み込 まれて いま

せん。

『 BST― GF』 を初めて使用す る前に、必ず下記の操作を行 って くだ さい。

また、固定デ ィスクが『MD― DOS』 で使用で きない状態の場合 は、必ず固定デ ィス

クの初期化を行 って ください。

1.1 システムの転送

『MS― DOS』 の システムの組み込みに必要なデ ィスクおよび転送手順を下記 に示

します。

『 BST― GF』 NO. 1デ ィスク

『MS― DOSJシ ステムデ ィスク Ver 3.1以 上

(た だ し、Ver 3.1は PS98-011の み )

(1)ド ライプ 1に 『MS― DOS』 システムデ ィスク#1を セ ッ トし本体を起動 しま

す。メニ ュー画面が起動 され ます。
「MENUの 終了」を選択 し、MS― DOSの コマ ン ド入力待 ち (A>)状 態 に

して くだ さい。

(2)ド ライブ 2に 『BST― GF』 ‖0。  1デ ィスクをセ ッ トして くだ さい。

B:ASDlと 入力 しロキーを押 します。実行に必要なシステム (シ ステム ,

COMMAND.00‖ ,FOR‖ATo EXE,PRINTo SYS,RAMDISKo SYS)を 『BST― GF』 NO. 1
ディスクにコピーします。

(3)必要なシステムのコピーが終了すると、画面にメッセージが表示されますので、そ

のメッセージに従って「NECDIC.DRVJの 入っている『MS― DOSlの システムデ

ィスク (Ver 3.1は 12,Ver 3_3以上は,3)を ドライプ 1に セ ットし、何れかのキ
ーを押 します。
NECDIC.DRVを『BST― GF』 NO.1デ ィスクにコピーします。

(4)必要なシステムのコピーが終了すると、画面に 〔初期設定終了〕と表示されます。

以上で、『BST― GF』 NO.1デ ィスクヘのシステムの転送は終了です。

『BST― GF』 NO.1デ ィスクは 2枚 ありますので、 もう 1枚 も同じ操作を行って

ください。
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1.2 固定デ ィスクの初期化

固定デ ィスクが『MS― DOSlで 使用で きない状態 (「 MS― DOS』 での使用領

城が確保 されていない物 )の 場合、または、使用中の固定デ ィスクで、固定デ ィスクに

入 っているデータを全て消去 したい場合等 は、下記操作を行 って、『MS― DO SJで
使用で きる状態に して くだ さい。

使用中の固定デ ィスクに対 して下記操作を行 った場合は、固定デ ィスクに入 っている

内容が全て消去 されますので、注意 して くだ さい。

既 に、使用で きる状態 にな っている場合 は、下記操作の必要はあ りません。

固定デ ィスクの初期化手順を下記 に示 します。

・ 『MS― DOS』 システムデ ィスクを使用す る場合

(1)ド ライプ 1に 『MS― DOS』 システムデ ィスク#1を セ ッ トし本体を起動 しま

す。メニ ュー画面が起動 され ます。
「MENUの 終了」を選択 し、MS― DOSの コマ ン ド入力待 ち (A>)状 態に

して くだ さい。

12)FORMAT/Hと 入力 し回 キーを押 します。メニ ューが表示 されます。

0)初 期化を選択 し、実行 します。

14)領域確保を指定 し、確保容量 (MS― DOSで使用す る容量),シ ステムの転送の有無

等、必要事項を設定 し、実行 します。

(5)『 MS― DOSJの パージ ョンによっては、状態変更を指定 し、 「アクテ ィプ」

を選択 します。既 に、「アクテ ィプJに な って いる場合は、変更の必要 はあ りませ

ス′。

16)終了を選択 します。

・ 『BST― GF』 NO.1デ ィスクを使用す る場合

(1)『 BST― GF』 を起動 します。初期 JOBの メニ ューが表示 されます。

f・ 3〔 環境〕 (環 境 メンテナ ンス)を 押 します。

(2)環境 メ ンテナ ンスのメニ ューが表示 され ます。

f・ 6〔 固定〕 (固 定デ ィスクの初期化 )を 押 し、上記 13)～ (6)の 操作を行 い

ます。

以上で、固定デ ィスクの初期化 は終了です。

固定デ ィス クの初期化が終了 しま した ら、本体を起動 しなお して ください。

固定デ ィスクの初期化 について、詳 しくは、 「MS― DOS ユ ーザーズ リファレン
スマニ ュアル」を参照 して ください。
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1.3 漢字辞書の転送

『 BST― G Flで は、工事名等が漢字で入力で きます。よって、漢字入力を行 う際
に使用す る漢字辞書 (NECDIC.SYS)を 任意の ドライプに登録 してお く必要があ ります。

既 に、固定デ ィスク等 に漢字辞書 (NECDIC.SYS)が 登録 されている場合は、本操作の

実行 は、必要あ りません。

漢字辞書 (NECDIC.SYS)転 送手順を下記 に示 します。

(1)ド ライプ 1に 『MS― DOSJシ ステムデ ィスク#1を セ ッ トし本体を起動 しま

す。メニ ュー画面が起動 されます。
「MENUの 終了」を選択 し、MS― DOSの コマ ン ド入力待ち (A>)状 態 に

して くだ さい。

(2)ド ライプ 2に NECDIC.SYSの 入 っている『MS― DOS』 システムデ ィ
スク (Ver 3.1は #2,Ver 3.3以 上 は13)を セ ッ トします。
COPY△ B:NECDIC.SYS△ 〔コピー先 ドライプ番号〕 :と 入力 し回

キーを押 します。 (△ はスペース )

以上で、漢字辞書の コピーは終了です。

1.4 パ ックア ップの方法

『 BST― GF』 NO.2～ NO.5デ ィスクは、パ ックア ップのデ ィス クが作成で きま

す。バ ックア ップのデ ィスクを作成す る際は、必要な枚数のデ ィスクを用意 し、下記操
作を実行 して ください。

(1)ド ライブ 1に 『MS― DOS』 システムディスク#1を セ ッ トし本体を起動 しま

す。メニ ュー画面が起動 されます。
「MENUの 終了」を選択 し、MS― DOSの コマ ン ド入力待 ち (A>)状 態 に

して くだ さい。

(21 FORMAT△ B:/Mと 入力 し回 キーを押 します。 (△ はスペース )

画面 にメ ッセー ジが表示 され ますので、そのメ ッセージに従 って ドライプ B(2)
に初期化す るフロ ッピーデ ィスクをセ ッ トし操作を行 います。

初期化が終了す るとメ ッセージが表示 されますので、続 けて初期化を行 う場合 は
Yを 、終了す る場合 はNを入力 し回 キーを押 します。必要枚数分のフロ ッピーデ ィ
スクを初期化 します。

初期化す るフロ ッピーデ ィスクの内容 は全て消去 されますので、注意 して くだ さ
い 。

13)DISKCOPY△ A:△ B:と 入力 し回キーを押 します。 (△ はスペース )

画面 にメ ッセージが表示 され ますので、そのメ ッセージに従 って、 ドライプA(1)
に『BST― GF』 NO.2～ NO.5デ ィスクを、 ドライプB(2)に 初期化 したデ ィ
スクをセ ッ トし操作を行 います。

コピーが終了す るとメ ッセー ジが表示 されますので、続 けて コピーを行 う場合 は

Yキ ーを、終了す る場合 はNキ ーを押 します。

に)終 了 した際に、画面 にメ ッセー ジが表示 されることがあ ります。 この場合 は、
『MS― DOSJシ ステムデ ィスク#1を セ ッ トし操作を行 って くだ さい。

以上で、パ ックア ップは終了です。

FORMAT,DISKCOPY命 令について、詳 しくは、 「MS― DOS ユ ーザーズ リファレン

スマニ ュアル」を参照 して ください。
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1. 5 その他

『 BST― GF』 を初めて使用す る際には、固定デ ィスク等の設定を行 う必要があ り

ます。
「 3.初期 JOB」 の 「3.2環境 メ ンテナ ンスJを 参照 して くだ さい。

RAMデ ィスクを使用す る際は、『 BST― GF』 NO.1デ ィスクに入 っている、 「C0

NFIG.SYS」 ファイルの訂正が必要です。

下記に、 NEC内 蔵 RAM(l M3)の 場合を示 します。詳 しくは、各 メーカーの説明

書 を参照 して くだ さい。

MS― DOSの コマ ン ド入力待 ち (A>)状 態で、 ドライプ 1に 『 BST― GF』
NO.1デ ィスクをセ ッ トし、下記の様 に入力 します。

COPY△ CON△ A:CONFIGo SYS回
DEVICE=A:PRINT.SYS□
DEVICE=A:RAMDISKo SYS△ 1024△ 1024△ 192回
DEVICE=A:NECDIC.DRV△ □ :NECDIC. SYS□
FILES=30回
CTRLキ ー+Zキ ー日

△ :ス ペース

□ :漢字辞書の入っているドライプ番号

以上で、「00NFIG.SYS」 ファイルの修正は終了です。
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2_ 竜 ヨ 助

『 BST― GF』 の起動方法を下記 に示 します。

(1)ド ライプ 1に 『BST― GF』 NO.1デ ィスクをセ ッ トし本体を起動 します。

12)『 BST― G FJが起動す ると、 日付および時間の設定 とな ります。表示 されて

いる日付 または時間が合 っている場合は、回キーのみ押 します。

日付の変更をす る場合 は、西暦 一月 一日と入力 し回キーを押 します。

時間の変更をす る場合 は、時 :分 :秒 と入力 し回キーを押 します

13)時間の設定が終了す ると、画面 に『 BST一 GF』 の表紙が表示 され、 しば らく

す ると「初期 JOB」 の画面が表示 されます。

以上で、『 BST― G FJは起動 されます。
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3¨ 初 期 」 OB

『 BST― GF』 が起動す ると、初期 JOBと な ります。

以下 に、各項 目の使用方法を示 します。

3.1 実行

データの入力および計算の実行等を行 う場合は、 f。 1〔実行〕を押 します。

使用す る領域の指定 とな りますので、 ファンクシ ョンキーで指定 して ください。

fol～ f05を 指定 した場合は、 メイ ンJOBに 移 ります。

f01〔 領域 1〕  実行領域 1を 使用 し入力および計算をす る。

f・ 2〔 領域 2〕  実行領域 2を 使用 し入力および計算をす る。

f・ 3〔 領城 3〕  実行領城 3を 使用 し入力および計算をす る。

f04〔 領城 4〕  実行領域 4を 使用 し入力および計算をす る。

f・ 5〔 領域 5〕  実行領域 5を 使用 し入力および計算をす る。

f・ 10〔 終 了〕 初期 」OBの 項 目選択 に戻 る。

『BST― GF』 では、同時に 5物 件 までの入力および計算結果のデータを保有す る

ことが可能です。ただ し、固定ディスクの容量が不足す る場合は、計算途中等 にエ ラー

(Disk full)が 発生す る場合があ ります。 この場合は、固定デ ィスクの容量を増やすか

必要でないデータの入 っている領域を ク リア して くだ さい。

初めて使用す る場合は、 〔環境 メンテナ ンス〕により、各設定およびプログラムの転

送等を行 ってか ら、指定 して くだ さい。各設定およびプログラムの転送等が実行 されて

いない場合 は、エ ラーとな ります。
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3.2 環境 メ ンテナ ンス

rBST― GF』 での動作環境の設定 ,フ ロ ッピーデ ィスク,固定デ ィスクの初期化
等、 『BST― G FJを運用す る際 に必要な設定 または処理をす る JOBで す。

f・ 3〔 環境〕を押 します。

環境 メ ンテナ ンスの項 目が表示 され ます。

1. f01〔 環境〕 各 ドライプ番号の指定および出力幅の設定

・ プログラム ドライプ番号  NO.2～ 10.5デ ィス クの転送先 ドライブ番号

・ デ ィスク ドライプ番号   入カデータ,計算結果の記録 ドライプ番号

・ 演算用 ドライプ番号     マ トリックス計算 に用 いる ドライプ番号
(RAMデ ィスク番号 )

・ 漢字辞書 ドライプ番号   漢字辞書 (NECDIC.SYS)の 記録 されている ドライプ

番号

・ プ リンタ出力幅      プ リンタに出力す る幅 (1:B5 2:B4)

f・ 10〔 終了〕を押す と、指定データを記録 し、 「00NFIC.SYS」 ファイルの漢字 ド
ライプ番号を訂正 します。
f06〔 中止〕を押す と、指定データを無視 し終了 します。
RAMデ ィスクを使用す る際 は、『 BST― GF』 NO.1デ ィス クに入 ってい る「C0

NFIG.SYS」 ファイルを任意 に訂正す る必要があ ります。

2.f。 2〔 作成〕 『 BST― GF』 で使用す るデ ィレク トリ等 の作成

『 BST― GF』 を初めて使用す る際は、必ず f・ 2を 押 して ください。
指定す ると、固定デ ィスクに『 BST― GF』 で使用す るデ ィ レク トリおよび鋼

材データ等が、指定 されている ドライプに作成 され ます。
既に、作成 されている場合 は、鋼材データ等が初期状態 に戻 りますので、任意 に

登録 している場合 は、注意 して ください。

3.fe3〔 ク リア〕 領城 1～領域 5の エ リアを ク リア

クリアする領域を指定 します。
入カデータおよび計算結果データが全てクリアされますので、注意 して ください。
クリア領城を指定すると、確認がでますので、実行する場合は「Y」 を中止する

場合は「N」 キーを押 して ください。

f01〔 領域 1〕 実行領城 1を クリア

f・ 2〔 領域 2〕 実行領域 2を クリア

f・ 3〔 領域 3〕 実行領域 3を クリア

f・ 4〔 領城 4〕  実行領城 4を クリア

f05〔 領城 5〕 実行領域 5を クリア

f。 10〔 終 了〕 環境メンテナンスの項目選択に戻る。
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4.f・ 4〔 転送〕 NO.2～ NO.5デ ィスクの転送

『 BST一 GF』 NO.2～ NO.5デ ィスクの指定 ドライプヘの転送 を します。
『BST― G FJを初めて使用す る場合 または、プログラムの修正があ った時は

必ず実行 します。

f04を 押す と、画面 にメ ッセー ジが表示 されますので、その メ ッセー ジに従 っ

て、『BST― GF』 NO.2～ 10.5デ ィスクをセ ッ トし、操作を行 います。
「Y」 キーを押す と指定 ドライプに転送 され、 「NJキ ーを押す とそのデ ィスク

の転送を中止 し、次のデ ィスクとな ります。

5。 f05〔 7口 だ―〕 フロ ッピーデ ィスクの初期化

フロ ッピーデ ィスクの初期化を行 います。

初期化す るデ ィスクの内容 は、全て消去 され ますので、注意 して ください。

f05を 押す と、画面 にメ ッセー ジが表示 されますので、その メ ッセー ジに従 っ

て、操作を行 います。
「Y」 キーを押す と、 ドライブ 2に セ ッ トされているデ ィスクの初期化を行 いま

す。 「N」 キーを押す と、デ ィスクの初期化を中止 します。

6. f・ 6〔 固定〕 固定デ ィスクの初期化

『MS― DOS』 で使用で きない固定デ ィスク (新 品の固定デ ィスク等 )の 初期
化を行います。

既に、使用 している固定デ ィスクを初期化す ると、内容が全て消去 され ますので、
注意 して くだ さい。

f・ 6を 押す と、固定デ ィスクの初期化 に移 ります。
詳 しくは、 「MS― DOS ユーザーズ リファレンスマニ ュアルJを参照 し、

『MS― DOS』 で使用で きる領城を作成 して くだ さい。

固定デ ィスクの初期化が終了 しま した ら、『BST― GF』 を終了 させ、本体を
起動 しなお して くだ さい。
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3. 3 データメンテナ ンス

『 BST― GF』 での入カデータの保存,読み込みおよび、保存用デ ィスクの作成を

処理をす る JOBで す。

f・ 4〔 データ〕を押 します。

データメ ンテナ ンスの項 目が表示 され ます。

1. f01〔 作成〕 保存用デ ィスクの作成

『MS― DOS』 で フォーマ ッ トしたデ ィスクを、 FB sT― GF』 保存用デ ィ

スクに します。

f・ 1〔 作成〕を押す と、画面 にメ ッセー ジが表示 されますので、その メ ッセー

ジに従 って操作を行 います。
「YJキ ーを押す と、 ドライプ 2に セ ッ トされているデ ィスクを、保存用デ ィス

クに作成を行います。 「N」 キーを押す と、作成を中止 します。

保存用ディスク 1枚 に入カデータは、 4物 件保存で きます。必要 に応 じて、作成

して くだ さい。

2.f02〔 保存〕 入カデータの保存

入カデータを保存用デ ィスクに保存 します。
f・ 2〔 保存〕を押す と、入カデータの保存にな ります。

画面 にメ ッセー ジが表示 され ますので、そのメ ッセージに従 って操作を行 って く
だ さい。

既 に、入カデータが入 っている番号を指定 した場合は、前の入カデータは無効 と

な りますので、注意 して ください。

(1)入カデータの保存領域を ファンクシ ョンキー (f。 1～ f・ 5)で指定 しま

す。 f・ 10を 押す と、データの保存を中止 します。

12)保存用デ ィスクを ドライプ 2に セ ッ トし、 「Y」 キーを押 します。保存用デ

ィスクの内容が表示 されます。 「N」 キーを押す とデータの保存を、中止 しま

す。

(3)入カデータを保存す る箇所を ファンクシ ョンキー (f・ 1～ f・ 4)で指定

します。指定 された簡所 に入カデータを保存 じ終了 します。

f。 10を 押す と、データの保存を中止 します。

f・ 6を 押す と保存デ ィスクの交換 とな ります。
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3.f。 3〔 読込〕 入カデータの読み込み

入カデータを保存用デ ィスクか ら読み込みます。

f03〔 読込〕を押す と、入カデータの読み込み とな ります。

画面 にメ ッセージが表示 されますので、そのメ ッセー ジに従 って操作 を行 って く
ださい。

入カデータが入 っている領域 に読込 を した場合 は、前の入カデータは無効 とな り
ますので、注意 して くだ さい。

(1)入カデータの読み込み領域をファンクシ ョンキー (f。 1～ f・ 5)で指定
します。 f・ 10を 押す と、データの保存を中止 します。

12)保存用デ ィスクを ドライプ 2に セ ッ トし、 「Y」 キーを押 します。保存用デ

ィスクの内容が表示 され ます。 「N」 キーを押す とデータの読み込みを、中止
します。

嶋)入 カデータを読み込みす る箇所をファンクシ ョンキー (f。 1～ f・ 4)で
指定 します。指定 された箇所の入カデータを読み込み終了 します。

f・ 10を 押す と、データの読み込みを中止 します。
f06を 押す と保存ディスクの交換 とな ります。
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3.4 任意形状登録

『 BST― GF』 で使用す る鋼材,継手 ,仕 口および積載荷重を登録 します。
f・ 5〔 登録〕を押 します。

任意形状登録の項 目が表示 され ます。
本項で登録 された形状 は、全ての計算 に有効 とな ります。

1. f。 1〔鋼材〕 鋼材形状登録

『 BST― GF』 鋼材テープル表に載 っていない鋼材を登録 します。
f・ 1〔鋼材〕を押 します。

登録す るテープル番号を指定 し、鋼材寸法を入力 します。

テープル番号         形状
1～ 100     細幅 H形鋼

101～ 200     中幅 H形鋼
201～ 300     広幅 H形鋼
301～ 400     軽量 H形鋼
401～ 700     S R CttH形 鋼
701～ 1000     H形 鋼
1001～ 1200     角形鋼管 (R有 り)

1201～ 1600     角形鋼管 (R無 し)

1601～ 1900     鋼管
1901～ 2000     リップみぞ形鋼
2001～ 2100     CT形 鋼 (細 幅 H形鋼の半裁 )

2101～ 2200     CT形 鋼 (中 幅 H形鋼の半裁 )

2201～ 2300     CT形 鋼 (広 幅 H形鋼の半裁 )

2301～ 2400     CT形 鋼 (軽 量 H形鋼の半裁 )

2401～ 2700     CT形 鋼 (S R CttH形 鋼の半裁 )

2701～ 3000     CT形 鋼

鋼材形状登録 においての ファンクシ ョンキー内容を、下記 に示 します。

f01〔 次鋼材〕 次のテープルの入力に移 る。

f・ 2〔 前鋼材〕 前のテープルの入力に移 る。

f・ 3〔 複 写〕 前のテープルの材寸を複写す る。

f04〔 印刷 1〕 鋼材寸法のプ リンタヘ出力 します。開始テープル番号,終了
テープル番号を指定 します。

f・ 5〔 印刷 2〕 鋼材寸法および断面性能のプ リンタヘ出力 します。開始テー

プル番号,終了テーブル番号を指定 します。

f06〔 中 止〕 入力 したデータを登録 しないで、終了す る

f・ 7〔 コピー〕 マスターファイルより、ユーザーファイルに鋼材寸法を コピ
ー します。 この操作を実行 した場合 は、任意 に登録 して いる
鋼材寸法が消去 されます。

f010〔終 了〕 入力 したデータを登録 し、終了す る
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2.f・ 2〔 継手〕 継手形状登録

『BST― GF』 で使用す る継手形状 を登録 します。

f02〔 継手〕を押 します。

継手形状登録 においての ファンクシ ョンキー内容を、下記 に示 します。

f・ 1〔次継手〕 次のテープルの入力に移 る。

f・ 2〔 前継手〕 前のテープルの入力に移 る。

f03〔 複 写〕 前のテープルのデータを複写す る。

f05〔 印 刷〕 継手データをプ リンタヘ出力 します。開始テープル番号

終了テーブル番号を指定 します。

f・ 6〔 中 止〕 入力 したデータを登録 しないで、終了す る

f・ 7〔 コピー〕 マスターファイルよ り、ユーザーファイルに継手データを コ

ピー します。 この操作を実行 した場合 は、任意 に登録 してい

る鋼材データが消去 されます。

f010〔終 了〕 入力 したデータを登録 し、終了す る

項 目 説 明 単 位

1 テープル NO. 継手テープル番号  (1～ 300)

フラ ンジ外側添板プ レー ト厚 さ

フラ ンジ外側添板 プ レー ト幅

フラ ンジ内側添板 プ レー ト厚 さ

フランジ内側添板 プ レー ト幅

Wt ウェプ添板 ブ レー ト厚 さ lnol

フ

ラ

ン

ジ

径 フラ ンジボル ト径 mEl

8 配 列 フランジボル ト配列

入力値 配 列

1 1タリ

千 鳥

3 2タリ

9 フラ ンジボル ト本数

フラ ンジボル トビッチ

フランジボル ト端空 き

フランジボル トゲージ 1 ulal

-13-



フランジボル トゲージ 2 mm

ウ

エ
プ

径 ウェプボル ト径

配 列 ウェプボル ト配列

入力値 配 列

1列

2列

ウェプボル ト本数

ウェプボル トビッチ 1

ウェプボル トビッチ 2

ウェプボル ト端空 き 1

ウェプボル ト端空 き 2

(1) 3項 が「 0」 の場合は、はり幅となり、 5項が「 0」 の場合は、下記の様にな
ります。

図 3.1 内側添板幅

(2) 7,14項 で指定で きるボル ト径 は、表 3.1に 示す値 と します。

(3) 8項 が 「 0」 の場合は、は り幅によ り下記の様に内部処理 され ます。
また、15項 が 「 0」 の場合は、 1列 として処理 します。

は り幅 ≦250mm      l列
250口田 くはり幅 ≦300mm 千鳥
300mm <は り幅        2列

(4)9,16項 が 「 0」 の場合は、計算値 とな ります。

(5) 10,H,17～ 20項が 「 0」 の場合 は、表 3.1に示す値 と します。
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入力値 ボ ル 卜径 穴 径 ビ ッチ 端空 き

M 16 17.0

0,20 M 20 21.5

M 22 23.5

M 24 25.5

(単 位 :mm)

表 3.1 ボル ト

(6) 12,13項 が 「 0」 の場合は、は り幅によ り下記の様に処理 されます。

はり幅≦100●ロ
100ロロ <は り幅≦125ロロ
125mm<1ま り中目≦150■ロ
150mm<は り幅≦175mm
175m口 <は り幅≦200ロロ
200ロロ <は り幅≦250ロロ
250口m<は り中日≦300●■
300m口 <`ま り申昌≦350aロ

350mm <は り幅

g1: 60ln gzi -gl: 75on g2: -gl: 90nm g2: -
gl: l05oo g2: -
g1: l20oo s2: -
gl: l50oo E2: -
gl : l50on g2: 4Oon
gl: l40oo g2: 70oo
gl : l40oo g2: 90on
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3.f03〔 仕口〕 仕口形状登録

『 BST― GF』 で使用す る仕 口形状を登録 します。

f・ 3〔 仕 口〕を押 します。

仕 口形状登録においての ファンクシ ョンキー等の内容を、下記 に示 します。

ROLL UP     前 または次の画面 に移 る

ROLL DOWN    前 または次の画面 に移 る

矢印キー     矢印方向にカーソルを移動す る。

f・ 3〔 複 写〕 前のテープルのデータを複写す る。

f05〔 印 刷〕 仕 ロデータをプ リンタヘ出力 します。

f・ 6〔 中 止〕 入力 したデータを登録 しないで、終了す る

f010〔終 了〕 入力 したデータを登録 し、終了す る

剛仕 口 (1～ 50)

(1) 1項 の入力値が 「 0」 の場合は、 フランジ幅 -10mmと します。

(2) 3項 の入力値が 「 0」 の場合は、内部で求めた長 さとな ります。

(3) 5項 の入力値が 「 1」 以下の場合は、 ウェプ板厚 に対す る割合 と します。

項 目 説 明 単 位

1 t カバ ープ レー ト厚 さ

b カバ ープ レー ト幅 alal

1 カバ ープ レー ト長 さ

F カバープレー トとフランジとのすみ肉溶接サイズ alm

ウェプと柱 とのすみ肉溶接サイズ

スカラ ップサイズ
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ビン仕 口 (101～ 150)

項   目 説 明 単 位

1 t ガセ ッ トプ レー ト厚 さ

ボ

ル

ト

径 ボル ト径 alm

3 本 数 ボル ト本数

4 ボル トビッチ alal

5 ボル ト端空 き 1 mm

6 ボル ト端空 き 2

(1) 2項 で指定で きるボル ト径 は、表 3.2に 示す値 と します。

(2) 3項 が 「 0」 の場合 は、計算値 とな ります。

(3) 4～ 6項が 「 0」 の場合は、表 3.2に 示す値 と します。

表 3.2 ボル ト

入力値 ボル ト径 穴 径 ビッチ 端空 き

21.5

(単位 :mm)
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4.f・ 4〔 積載〕 積載荷重登録

『 BST― GF』 で使用す る積載荷重を登録 します。
f。 4〔 積載〕を押 します。
積載荷重登録 においての ファンクシ ョンキー等の内容を、下記に示 します。

ROLL UP     前 または次の画面に移 る

ROLL DOWN    前 または次の画面 に移 る

矢印キー       矢印方向にカーソルを移動す る。

fe5〔 印 刷〕 積載荷重をプ リンタヘ出力 します。

f06〔 中 止〕 入力 したデータを登録 しないで、終了す る

f・ 7〔 コピー〕 マスターファイルよ り、ユ ーザーファィルに積載データを コ
ピー します。 この操作を実行 した場合は、任意に登録 して い
る積載 データが消去 され ます。

f010〔終 了〕 入力 したデータを登録 し、終了す る

項 目 説 明 単 位

1 スラブ用 スラブ用積載荷重 kE/n2

小ば り用 小ば り用積載荷重 kg/a"

ラーメン用 ラーメ ン用積載荷重 ks/n'

地震用 地震用積載荷重 ks/a2
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3.5 実行終了

『 BST― G FJの実行を終了 します。

f・ 10〔 終了〕を押 します。

メ ッセージが表示 されますので、それに従 って操作を行います。

STOPキ ーを押 し、デ イスクを抜いてか ら、電源を切 って くだ さい。

-19-



4_メ イ ン JOB

初期 JOBで 実行を選択 し、使用領城を指定す ると、 メイ ンJOBに な ります。

以下 に、各項 目の使用方法を示 します。

4。 1 データ入力

データの入力を行 う場合は、 f01〔 入力〕を押 します。

入力 JOBに 移 ります。

4.2 本体計算実行

入カデータを基 に、本体の計算実行を行 う場合は、 f・ 2〔 M計算〕を押 します。

本体計算 JOBに 移 ります。

4.3 計算結果表示印刷

計算結果をデ ィスプ レイに表示 または、プ リンタに印刷を行 う場合 は、 f03〔 表示

〕を押 します。

表示 JOBに 移 ります。

4.4 二次部材計算実行

入カデータおよび準備計算結果を基 に、二次部材の計算実行を行 う場合 は、 f・ 4

〔S計 算〕を押 します。

二次部材計算 」OBに 移 ります。

4.5 補助機能

入カデータの印刷 ,チ ェック,フ レーム図および計算結果の表示等を場合は、 f・ 5

〔補助〕を押 します。

補助機能に移 ります。

4. 6 入カデータク リア

新規計算を行 う場合に、入カデータを ク リアす る場合は、 f・ 6〔 新規〕を押 します。

画面 に確認が表示 されますので、 ク リアす る場合は、 「Y」 キーを押 します。中止す

る場合 は、 「N」 キーを押 します。

4.7 メイ ンJOB終 了

メイ ンJOBを 終了す る場合 は、 f・ 10〔 終了〕を押 します。

初期 」OBに 戻 ります。
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5_ ス こ 力 」 OB

データの入力を行 うJOBで す。

5.1 準備計算用データ入力

準備計算用データの入力を行 う場合は、 f。 1〔 P〕 を押 します。

準備計算用データの項 目選択 にな ります。入力す る項 目番号を指定 します。

f・ 1〔 △▽〕を押す と、表示項 目が入れ代わ ります。

f05〔 印刷〕を押す と、プ リンタヘの項 目毎の印刷がで きます。印刷す る項 目番号

を指定 します。 f010を押す と、入力項 目選択 に戻 ります。

f・ 10〔 終了〕を押す と、準備計算用データ入力を終了 し、入力 」OBに 戻 ります。

5.2 剛性計算用データ入力

剛性計算用データの入力を行 う場合は、 f・ 2〔 K〕 を押 します。

剛性計算用データの項 目選択 にな ります。入力す る項 目番号を指定 します。

f・ 5〔 印刷〕を押す と、プ リンタヘの項 目毎の印刷がで きます。印刷す る項 目番号

を指定 します。 f・ 10を 押す と、入力項 目選択 に戻 ります。

f・ 10〔 終了〕を押す と、剛性計算用データ入力を終了 し、入力 」OBに 戻 ります。

5.3 応力計算用データ入力

応力計算用データの入力を行 う場合は、 f・ 3〔 S〕 を押 します。

応力計算用データの項 目選択にな ります。入力す る項 目番号を指定 します。

f・ 5〔 印刷〕を押す と、プ リンタヘの項 目毎の印刷がで きます。印刷す る項 目番号

を指定 します。 f010を押す と、入力項 目選択 に戻 ります。

f・ 10〔 終了〕を押す と、応力計算用データ入力を終了 し、入力 JOBに 戻 ります。

5.4 断面計算用データ入力

断面計算用データの入力を行 う場合 は、 f・ 4〔 M〕 を押 します。

断面計算用データの項 目選択 にな ります。入力す る項 目番号を指定 します。

f01〔 △▽〕を押す と、表示項 目が入れ代わ ります。

f・ 5〔 印刷〕を押す と、プ リンタヘの項 目毎の印刷がで きます。印刷す る項 目番号

を指定 します。 f。 10を 押す と、入力項 目選択 に戻 ります。

f。 10〔 終了〕を押す と、断面計算用データ入力を終了 し、入力 JOBに 戻 ります。

5.5 入力 」OB終 了

入力 」OBを 終了す る場合 は、 f。 10〔 終了〕を押 します。

初期 JOBに 戻 ります。
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6.本 体 計 算 」 OB

本体の計算実行を行 う」OBで す。

準備計算 (P)準 備計算用データを基 に、建物の形状 ,は りのC,Mo,0等、重量を計算

す る部分です。

剛性計算 (K)剛 性計算用データおよび準備計算結果を基 に、 D値 の計算および偏心

率 ,剛性率等 ルー ト判別を計算す る部分です。

応力計算 (S)応 力計算用データおよび準備計算 ,剛 性計算結果を基 に、応力計算を

す る部分です。

断面計算 (M) 断面計算用データおよび準備計算,剛性計算,応力計算結果を基 に、

部材の断面計算をす る部分です。

ファンクシ ョンキーによ り、計算種類を指定 します。

f01〔 △▽〕を押す と、表示項 目が入れ代わ ります。

f010〔 終了〕を押す と、本体計算 JOBを を終了 し、初期 」OBに 戻 ります。

キー表示        内容

f02 P      準備計算

f・ 3 PK     準備計算 +剛性計算

f・ 4 PKS    準備計算 十剛性計算 +応力計算

f・ 5 PKSM   準備計算 +剛性計算 +応力計算 +断面計算

f。 2 K      剛性計算

f03 KS     剛性計算 十応力計算

f・ 4 KSM    剛性計算 +応力計算 +断面計算

f・ 2 S      応力計算

f・ 3 SM     応力計算 +断面計算

f・ 2 M      断面計算

f・ 2 0      評定一貫計算

計算種類を選択す ると、画面 にメ ッセー ジが表示 され ます。

各計算が終了 した時点で、計算結果をプ リンタに印刷す る場合は、 f・ 10〔 実行 2〕

を押 します。

各計算が終了 した時点で、計算結果をプ リンタに印刷 しない場合 は、 f・ 9〔 実行 1〕

を押 します。

f・ 6〔 再設定〕を押す と、計算種類選択 に戻 ります。
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7_ 署 [ラ示 」 OB

計算結果をプ リンタに印刷 または画面 に表示 します。

7。 1 プ リンタヘ印刷

計算結果をプ リンタに印刷す る場合は、 f・ 1〔 プリンタ1〕 または f・ 2〔 プリンタ2〕

を選択 します。

上の空 き行数の入力 とな ります。上の空 き行数を入力 します。

左のページの印刷開始桁の入力 とな ります。左のベージの印刷開始桁位置を入力 しま

す。

右のベー ジの印刷開始桁の入力 とな ります。右のペー ジの印刷開始桁位置を入力 しま

す。ただ し、 f。 1〔 プリンタ1〕 を指定 している場合は、無視 されます。

印刷位置の入力が終了す ると、印刷種類の選択 とな ります。
ファンクシ ョンキーによ り、印刷種類を指定 します。

f。 1〔 △▽〕を押す と、表示項 目が入れ代わ ります。

f・ 10〔 終了〕を押す と、プ リンタヘの印刷を終了 し、表示種類 に戻 ります。

キー表示        内容

f・ 2 P      準備計算
f03 PK     準備計算 十剛性計算
f04 PKS    準備計算 +剛性計算 +応力計算

f・ 5 PKSM   準備計算 +剛性計算 +応力計算 +断面計算

f・ 2 K      剛性計算
f・ 3 KS     剛性計算 +応力計算

f・ 4 KSM    剛性計算 +応力計算 +断面計算

f・ 2 S      応力計算

f・ 3 SM     応力計算 +断面計算

f・ 2 M      断面計算

f・ 2 0      評定一貫計算

印刷種類を選択す ると、印刷部数の入力 とな ります。必要部数を入力 します。

印刷部数の入力が終了す ると、確認が表示 されますので、プ リンタの印刷す る場合 は、

f・ 10〔 実行〕をお します。中止す る場合は f06〔 中止〕を押 します。

*注意 計算実行が されていない、結果の印刷 はで きません。

f・ 2〔 プリンタ2〕 は印刷幅が B5の場合のみ とします。また、プ リンタの機種 に

よ り、右ページが次のペー ジに印刷 され る場合があ ります。 この場合 は、 f01
〔アリンタ1〕 を指定 して くだ さい。
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7.2 ディスプ レイに表示      .

計算結果をデ ィスプ レイに表示す る場合 は、 f・ 3〔 画面〕を選択 します。

ファンクシ ョンキーによ り、表示種類を指定 します。

f・ 1〔 C〕  データチ ェ ックの結果が表示 されます。 この項 目は、評定一貫計

算を実行 したのみ、指定で きます。

f02〔 P〕 準備計算の結果が表示 され ます。

f・ 3〔 K〕  剛性計算の結果が表示 されます。

f・ 4〔 S〕  応力計算 の結果が表示 されます。

f・ 5〔 M〕 断面計算の結果が表示 されます。

f・ 10〔 終了〕を押す と、画面への表示を終了 し、表示種類の選択 に戻 ります。

デ ィスプ レイヘの表示で使用 され る、 ファンクシ ョンキー等の内容を下記に示 します。

矢印キー     表示 して いる頁を上下左右 に動かす。

f01〔 次 頁〕 次のページの表示 に移 る。

f・ 2〔 前 頁〕 前のページの表示 に移 る。

f・ 3〔 頁指
.定

〕 表示 したい頁の指定をす る。

f05〔 頁印刷〕 表示 してい頁をプ リンタに印刷す る。

f010〔終 了〕 表示種類の選択 に戻 る。

*注 意 計算実行が されていない、結果の表示 はで きません。
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8.  ―渉 こ1耶 羽「 1汁 算に JOB

準備計算用データで入力 している、小ば りおよび片持 ちば りの断面計算を行 うJOBで
す。

断面計算を行 う部材種類 を選択 します。

準備計算が終了 している場合 に指定で きます。

f・ 1〔  SB 〕 S 造小ば りの断面計算

f・ 2〔 RC3 〕 RC 造小ば りの断面計算

f・ 3〔 SCC 〕 S 造片持 ちば りの断面計算

f・ 4〔 RCCC〕  RC 造片持ちば りの断面計算

f・ 5〔 SRCCC〕  SRC造 片持 ちば りの断面計算

f010〔終 了〕 二次部材計算 JOBを 終了 し、 メイ ンJOBに 戻 る。

二次部材計算 においての ファンクシ ョンキー内容を、下記 に示 します。

f・ 1〔次 は り〕 次のは りの指定 に移 る。

f03〔 再入力〕 初めの入力項 に移 る。

f05〔 再計算〕 変更 されたデータにより、断面計算を行 う。

f・ 6〔 出 力〕 は り名を指定 し、計算結果をプ リンタに印刷す る。

f010〔終 了〕 部材種類の選択 に戻 る。
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8.l S造 小ばりの断面計算

/1ヽ ば り種類

入力値 内 容

1 スラプ内小ば りの断面計算

片持ちスラブ内小ば りの断面計算

断面計算をす るスラプの層位置

断面計算をす る片持ちスラプの方向

(種 類が 「 2」 の場合のみ有効 )

断面計算をす るスラプの フ レーム位置

断面計算をす るスラプの軸位置
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6 小ば り番号

スラブ形状番号 101～ 299

1鍼 |"|"

la 12

スラブ形状番号 301～ 399

1 :一次小ばり
2 :二 次 /1ヽ ばり
3 :二 次 /1ヽ ばり

片持ちスラブ

1:Blで指定 した小ばり
2:B2で 指定 した小ばり
3:Ccで 指定 した左片持ちばり
4:Ccで 指定 した右片持ちばり

長 さ 小ば り長 さ          :  (変 更可 )

材 種 小ば り鋼材材種

入力値 フランブー ウェア

1 SS400-SS400

2 SM490-SS400

SM490-― SM490

9 小ば り圧縮 フラ ンジ支点間距離

テープルNO. 鋼材テーブル番号           (変 更可 )

Z 断面係数              (変 更可 )

Aw せん断用断面積            (変 更可 ) cm2

許容曲げ応力度            (変 更可 ) t/cm2

許容せん断応力度           (変 更可 ) t/cnz

L C,Mo 長期C,Mo(準 備計算結果 )

長期 Qo(準 備計算結果 ) t

S C,Mo 積雪 C,Mo(準 備計算結果 )
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積雪 Oo(準 備計算結果 ) t

Lδ 長期 たわみ量 Cm

ML 長期断面計算用モーメ ン ト      (変 更可 )

長期断面計算用せん断力       (変 更可 ) t

短期断面計算用モーメ ン ト      (変 更可 )

短期断面計算用せん断力       (変 更可 ) t

δ 断面計算用たわみ量          (変 更可 )

長期曲げ検定値

短期曲げ検定値

長期せん断検定値

短期せん断検定値

長期組合せ検定値

短期組合せ検定値

δ/1 たわみ角

(1) 1～ 9項 まで、入力を行 うと準備計算で指定 されている鋼材での計算結果が、

表示 されます。

(2)鋼 材テープルおよび応力を変更 した場合は、必ず再計算を指定 した後 に、出力

して くだ さい。再計算を指定 しない場合は、元の ままの結果が出力 されます。

(3) 断面計算で入力 している鋼材テープルは、使用で きません。
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8.2 RC造 小ば りの断面計算

/1ヽ ばり種類

入力値 内 容

1 スラブ内小ば りの断面計算

片持ちスラプ内小ば りの断面計算

断面計算をす るスラプの層位置

断面計算をす る片持 ちスラプの方向

(種 類が 「 2」 の場合のみ有効 )

断面計算 をす るスラプの フレーム位置

断面計算をす るスラプの軸位置
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/1ヽ ばり番号

スラブ形状番号 101～ 299

1鋭 1認 |“

la l"

スラブ形状番号 301～ 399
1 :――υく/1ヽ ばり
2 :ニユリく/1ヽ

`ざ

り
3 :=二 りに/1ヽ ばり

片持ちスラブ

1:Blで指定 した小ばり
2:32で 指定 した小ばり
3:Gcで 指定 した左片持ちばり
4:Ccで 指定 した右片持ちばり

小ば り長 さ             (変 更可 )

主筋重心 までの距離

主筋 ,径 主筋の材種および径

入力値 材 種

1 SR235

SD295

SD345

SD390

あば ら筋材種,径 および本数  (9項 に同 じ)

モーメン トタイプ

左端    中央    右端
0.6拿 C     Mo-0.35拿 0     0.6拿 C

O.6拿 C     Mo-0.65拿 C     l.2拿 C

l.2拿 C     Mo-0.65拿 C     O.6拿 C

l.0拿 C     Mo-0.75拿 C     l.0拿 C
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小ば り幅              (変 更可 ) Cm

小 ば りせい             (変 更可 ) cal

d=D― dt Cm

」
j=0.875ネ d cal

コ ンク リー ト

Fc

コンク リー ト材種および設計規準強度  (変 更可 )

入力値 材 種

1 普通 コンク リー ト

1種 軽量 コンク リー ト

2種 軽量 コンク リー ト

4 3種 軽量 コンク リー ト

4種 軽量 コンク リー ト

kg/ cnz

fc,fs コンク リー トの許容応力度
fc:許 容圧縮応力度
fs:許 容せん断応力度

kg/ cnz

L C,Mo 長期C,Mo(準 備計算結果 )

長期 Oo(準 備計算結果 ) t

S C,Mo 積雪C,Mo(準 備計算結果 )

積雪 Oo(準 備計算結果 ) t

長期断面計算用モーメン ト      (変 更可 )

長期断面計算用せん断力       (変 更可 ) t

短期断面計算用モーメ ン ト      (変 更可 )

短期断面計算用せん断力       (変 更可 ) t

QA.L,QA.S α fsBj(L:長 期 S:短 期 ) t

ptし ,ptS 引張鉄筋比 (L:長 期 S:短 期 )

複筋比   (L:長 期 S:短 期 )

atU,atD 主筋必要断面積  (U:上端  D:下 端 )

主筋本数  (上端/下端 )      (変 更可 )

pw あば ら筋比 %

ビッチ あば ら筋間隔            (変 更可 )
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(1) 1～ H項 まで、入力を行 うと準備計算で指定 されている断面での計算結果が、

表示 され ます。

(2)断 面サイズおよび応力を変更 した場合は、必ず再計算を指定 した後 に、出力 し

て くだ さい。再計算 を指定 しない場合 は、元のままの結果が出力 され ます。

(3)主 筋本数およびあば ら筋間隔は、計算 した後に変更 します。再計算を実行す る

と、計算結果 とな ります。
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8.3 S造 片持ちば りの断面計算

項 目 説 明 単 位

1 層 断面計算をす る片持 ちば りの層位置

方 向 断面計算をす る片持 ちば りの方向

Y

L
3 フレーム 断面計算をす る片持 ちば りのフ レーム位置

4 軸 断面計算をする片持ちばりの軸位置

5 長 さ 片持 ちば り長 さ           (変 更可 ) Cm

6 材 種 片持 ちば り鋼材材種

入力値 フランジー クェア

1 SS400-SS400

SM490-SS400

SM490-SM490

7 片持 ちば り圧縮 フラ ンジ支点間距離

テープルNO. 鋼材テープル番号           (変 更可 )

Z 断面係数               (変 更可 )

Aw せん断用断面積           (変 更可 )

許容曲げ応力度           (変 更可 ) l/caz

許容せん断応力度           (変 更可 ) l/coz

LM 長期 M (準 備計算結果 )

長期 Q (準 備計算結果 ) t

積雪 ‖ (準備計算結果 )

積雪 Q (準 備計算結果 ) t
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Lδ 長期 たわみ量

ML 長期断面計算用モーメ ン ト      (変 更可 ) tロ

長期断面計算用せん断力        (変 更可 ) t

短期断面計算用モーメ ン ト      (変 更可 )

短期断面計算用せん断力        (変 更可 ) t

δ 断面計算用たわみ量          (変 更可 )

長期曲げ検定値

短期曲げ検定値

長期せん断検定値

短期せん断検定値

長期組合せ検定値

短期組合せ検定値

δ/1 たわみ角

(1) 1～ 7項 まで、入力を行 うと準備計算で指定 されている鋼材での計算結果が、
表示 されます。

(2) 鋼材テープルおよび応力を変更 した場合 は、必ず再計算を指定 した後 に、出力
して ください。再計算を指定 しない場合 は、元のままの結果が出力 され ます。

(3) 断面計算で入力 している鋼材テープルは、使用で きません。
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8.4 RC造 片持ちば りあ断面計算

項 目 説 明 単 位

1 層 断面計算をす る片持ちば りの層位置

方 向 断面計算をす る片持 ちば りの方向

Y

L
フレーム 断面計算をす る片持 ちば りの フ レーム位置

軸 断面計算をす る片持 ちば りの軸位置

長 さ 片持 ちば り長 さ           (変 更可 )

主筋重心 までの距離

主筋 ,径 主筋の材種および径

入力値 材 種

1 SR235

SD235

SD295

SD345

SD390

mm

あば ら筋,径
本数

あば ら筋材種,径 および本数  (7項 に同 じ)

小ば り幅               (変 更可 )

小ば りせい             (変 更可 )

d=D‐ dt Clll

J J=0.875ネ d
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コ ンク リー ト

Fc

コンク リー ト材種および設計規準強度  (変更可 )

入力値 材 種

1 普通 コンク リー ト

2 1種軽量 コンク リー ト

2種 軽量 コンク リー ト

4 3種 軽量 コンク リー ト

4種 軽量 コンク リー ト

h8/coz

fc,fs コンク リー トの許容応力度

fc:許 容圧縮応力度

fs:許 容せん断応力度

\g/ cnz

長期 M (準 備計算結果 )

長期 Q(準 備計算結果 ) t

SM 積雪 M (準 備計算結果 )

積雪 Q(準 備計算結果 ) t

長期断面計算用モーメ ン ト      (変 更可 )

長期断面計算用せん断力       (変 更可 ) t

短期断面計算用モーメ ン ト      (変 更可 )

短期断面計算用せん断力       (変 更可 ) t

QA.し ,QA.S α fsBj(L:長 期 S:短 期 ) t

ptL,ptS 引張鉄筋比 (L:長 期 S:短 期 )

zL, rS 複筋比   (L:長 期 S:短期 )

atU,atD 主筋必要断面積  (U:上端 D:下端 )

主筋本数  (上端/下端)      (変 更可 )

pw あば ら筋比

ビッチ あば ら筋間隔            (変 更可 )

(1) 1～ 8項 まで、入力を行 うと準備計算で指定 されている断面での計算結果が、

表示 されます。

(2) 断面サイズおよび応力を変更 した場合は、必ず再計算を指定 した後 に、出力 し

て くだ さい。再計算 を指定 しない場合は、元のままの結果が出力 され ます。

(3)主 筋本数 およびあば ら筋間隔 は、計算 した後 に変更 します。再計算を実行す る

と、計算結果 とな ります。
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8.5 SRC造 片持ちば りの断面計算

項 目 説 明 単 位

1 層 断面計算をす る片持ちば りの層位置

方 向 断面計算をす る片持 ちば りの方向

Y

L
3 フレーム 断面計算をす る片持ちば りの フレーム位置

4 軸 断面計算 をす る片持 ちば りの軸位置

長 さ 片持 ちば り長 さ           (変 更可 ) Cロ

6 主筋重心 までの距離

7 主筋,径 主筋の材種および径

入力値 材 種

1 SR235

SD235

SD295

SD345

SD390

あば ら筋,径
本数

あば ら筋材種 ,径 および本数  (7項 に同 じ) mal

テープルNO. 鋼材テープル番号          (変 更可 )
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材 種 鋼材材種

入力値 フランフー ウェア

1 SS400-SS400

SM490-SS400

SM490-― SM490

B 小ば り幅               (変 更可 )

D 小ば りせ い             (変 更可 )

d d=D― dt

J
j=0.875拿 d

コンク リー ト

Fc

コンク リー ト材種 および設計規準強度  (変更可 )

入力値 材 種

1 普通 コンク リー ト

2 1種 軽量 コンク リー ト

3 2種 軽量 コンク リー ト

4 3種 軽量 コンク リー ト

5 4種 軽量 コンク リー ト

kE/ caz

fc,fs コンク リー トの許容応力度
fc:許 容圧縮応力度
Fs:許 容せん断応力度

kg/ csz

断面係数              (変 更可 )

Aw せん断用断面積            (変 更可 )

許容曲げ応力度            (変 更可 ) l/cnz

許容せん断応力度           (変 更可 ) t/c a12

21 長期 M (準 備計算結果 )

長期 0 (準 備計算結果 ) t

積雪 M (準 備計算結果 )

積雪 0(準 備計算結果 ) t

ML 長期断面計算用モーメ ン ト      (変 更可 )
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長期断面計算用せん断力       (変 更可 ) t

短期断面計算用モーメ ン ト      (変 更可 )

短期断面計算用せん断力       (変 更可 ) t

sMAし ,sMAS S部分許容 モーメン ト (sMAL:長期 sMAS:短 期 )

rML ,rMS RC部分設計モーメン ト (「 ML:長 期 rMs:短 期 )

sQL ,sOS S部 分設計せん断力  (sOL:長 期 sOS:短 期 ) t

rOし ,rOS RC部 分設計せん断力  (roL:長 期 ros:短 期 ) t

sOAL,sOAS S部分許容せん断力  (sQAL:長期 sOAS:短 期 ) t

ptし ,ptS 引張鉄筋比 (L:長 期 S:短 期 ) %

γL,γ S 複筋比   (L:長 期 S:短 期 )

atU,atD 主筋必要断面積  (U:上端  D:下 端 )

主筋本数  (上端/下端 )      (変 更可 )

pw あば ら筋比

ビッチ あば ら筋間隔             (変 更可 )

(1) 1～ 10項 まで、入力を行 うと準備計算で指定 されている断面での計算結果が、
表示 されます。

(2) 断面サイズおよび応力等を変更 した場合 は、必ず再計算 を指定 した後に、出力
して くだ さい。再計算を指定 しない場合 は、元のままの結果が出力 されます。

(3)主 筋本数 およびあば ら筋間隔 は、計算 した後 に変更 します。再計算を実行す る
と、計算結果 とな ります。
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9 _  ¬南 量力 種畿 會ヒ

『 BST― GF』 を運用す るための、補助作業を行 う」OBで す。

補助機能は、下記 に示す項 目があ ります。処理す る項 目を選択 します。

f。 10〔 終了〕を押す と、メイ ン」OBに 戻 ります。

1.データライ ン数の変更

2.エ コープ リン ト

3.入カデータチ ェック

4.フ レーム図,伏図表示

5,応 力図

6.変位図
7.断面計算結果図

以下、の各項 目の使用方法を示 します。
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9.1 データライ ン数の変更

入カデータライ ン数の変更を行 う場合に、指定 します。
初期の段階での ライ ン数を変更す ることが、可能です。
データライ ン数を変更 して も入カデータは ク リアされません。ただ し、データライ ン

数を少な くした場合 は、新 たに設定 したライ ン数 までのデータのみ有効 とな ります。

本項でのフ ァンクシ ョンキー内容を、下記に示 します。

01〔前画面〕 前の表示画面 に移 る。

・ 2〔 次画面〕 次の表示画面 に移 る。

・ 6〔 中 止〕 データライ ン数を変更 しないで、補助機能の項 目選択 に戻 る。

f・ 10〔 終 了〕 データライ ン数を変更 し、補助機能の項 目選択 に戻 る。

各項 目での、データライ ン数を設定 します。画面右上 に使用容量を表示 していますの
で、 100%を 超えない様 に設定 して ください。

下記 に初期設定 ライ ン数を示 します。 (*印 は、データライ ン数の設定無 し)

下記のままで、変更がない場合は、本項で指定す る必要はあ りません。

準備計算用データ

P-1
P-2
P-3
P- 4
P- 5

P-6
P-7
P-8
P- 9
P-10
P-11

P-12
P-13
P-14

P-15
P-16
P-17
P-18
P-19
P-20

ネ

ネ

ネ

拿

拿

拿

20
拿

20

20

20

10

20

10

10

本

拿

ネ

20
ネ

P-21

P-22
P-23
P-24

P-25
P-26
P-27
P-28

P-29
P-30
P-31
P-32
P-33
P-34

P-35
P-36
P-37
P-38
P-39
P-40

10

拿

30

30

20

20

100

70

70

70

70

50

50

70

30

70

30

30

50

50

P-61
P-62
P-63
P-64
P-65
P-66
P-67
P-68
P-69
P-70
P-71
P-72
P-73
P-74
P-75

P-76

50

70

50

50

20

8

30

30

30

30

30

30

30

30

30

ネ

P-41 :  50

P-42:  50
P-43:  50
P-44 :  50

P-45:  50
P-46:  30
P-47: 100
P‐ 48 : 100

P-49 : 100

P-50: 100
P-51 :  50

P-52:  50
P-53: 100
P-54 : 100

P-55: 100
P-56:  50
P-57:  50
P-58:  50
P-59:  70
P-60:  50

岡1性 計算用データ

K- 6
K- 7
K-8
K- 9
K-10

K-11 :

K-12:
K-13:
K-14 :

K-15:

X-16
K-17
K-18
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応力計算用データ

断面計算用データ

S‐  6:  拿

‖-16:  50     M-31 : 100     M-46:

‖-17:  ネ      M-32:  70     M-47:
M-18:  拿      

“

-33:  50     M-48:

M‐ 19:  拿      M-34 :  50
M-35: 100
M-36:  70
M-37 :  50

M-38 :  50

M-39 : 100

M-40:  30
M-41 :  50

M-42:  30
M-43:  30
M-44 :  30

M-45:  50
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Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

M-20:  拿

M-21 :  ホ

M-22:  20
M-23:  30
M-24 :  30

M-25:  50
M-26:  70
M-27:  50
M-28:  70
M-29:  30
M-30:  50



9. 2 エ コープ リン ト

入カデータをプ リンタに印刷す る場合に、指定 します。

印刷す るデータ種類を ファンクシ ョンキーによ り選択 します。

ファンクシ ョンキーの内容を下記に示 します。

f01〔  P 〕 準備計算用データをプ リンタに印刷す る。

f02〔  K 〕 剛性計算用データをプ リンタに印刷す る。

f・ 3〔  S 〕 応力計算用データをプ リンタに印刷す る。

f04〔  M 〕 断面計算用データをプ リンタに印刷す る。

f・ 10〔 終 了〕 エ コープ リン トを終了 し、補助機能の項 目選択 に戻 る。
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9.3 データチ ェック

入カデータをチ ェ ックす る場合に、指定 します。

入カデータをチ ェ ック し、入カエ ラーが有 る場合は、プ リンタにメ ッセージが出力 さ

れ ます。

入カエ ラーが無 い場合 は、画面 にエ ラー無 しの表示が あ ります。

ファンクシ ョンキーによ り、データ種類を指定 します。

f・ 1〔 △▽〕を押す と、表示項 目が入れ代わ ります。

f・ 10〔 終了〕を押す と、データチ ェックを終了 し、補助機能の項 目選択 に戻 り

ます。

キー表示        内容

f・ 2 P      準備計算
f・ 3 PK     準備計算 +剛性計算
f・ 4 PKS    準備計算 +剛性計算 +応 力計算
f・ 5 PKSM   準備計算 +剛性計算 +応力計算 +断面計算

f・ 2 K      剛性計算
f・ 3 KS     剛性計算 +応力計算
f・ 4 KSM    剛性計算 +応力計算 +断面計算

f・ 2 S      応力計算
f03 SM     応力計算 +断面計算

f・ 2 M      断面計算

データ種類を選択す ると、画面 にメ ッセー ジが表示 され ます。
データチ ェックを開始す る場合 は、 f。 10〔 実行〕を押 します。
f・ 6〔 再設定〕を押す と、データ種類選択 に戻 ります。
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9.4 フレーム図,伏図表示

準備計算用データを基に、画面にフレーム図,伏図を表示する場合に、指定 します。

本項を指定すると、表示図の種類選択となります。ファンクションキーにより選択 し

ます。

f01〔 7レーム図〕 フ レーム図表示に移 る。

f・ 2〔 伏 図〕 伏図表示 に移 る。

f・ 10〔 終 了〕 フ レーム図,伏図表示を終了 し、補助機能の項 目選択 に戻 る。

1.フ レーム図表示

フ レーム図を選択す ると、画面 にフレーム図の項 目が表示 され ます。 ファンクシ ョ

ンキーによ り、選択 します。

f01〔 Xルーム〕 X方 向 フ レーム図表示

f02〔 Y7レーム〕 Y方 向 フ レーム図表示

X,Y方向フ レーム図の表示を行います。 ファンクシ ョンキーを使用 し、操作を行

います。

f・ 1〔次軸〕を押す と、次のフ レームを表示 します。

f02〔 指定〕を押す と、表示 したいフ レーム番号を入力 します。フ レーム番号

を指定す ると、指定 したフ レーム図が表示 されます。

f03〔 拡大〕を押す と、拡大の範囲を設定 します。拡大範囲の設定を行 うと、

画面 に拡大 された フ レーム図が表示 され ます。

f・ 4〔 標準〕を押す と、拡大 されたフ レーム図を初期の状態 に戻 します。

f・ 5〔 だ―〕を押す と、画面 に表示 されているフ レーム図をプ リンタにハ ー ド

コピー します。

f・ 10〔 終了〕を押す と、 フレーム図の項 目選択 に戻 ります。

f・ 3〔 設 定〕 フ レーム図表示設定

各形状番号およびスバ ン長 さ等の、表示の有無を指定 します。
「 1」 を指定す ると、表示有 りとな り、 「 2」 を指定す ると表示無 しとな ります。
f010〔終了〕を押す と、 フ レーム図の項 目選択に戻 ります。

f・ 4〔 X]ピー〕 X方 向 フ レーム図連続 コピー

f・ 5〔 Y■―〕 Y方 向 フ レーム図連続 コピー

X,Y方向フ レーム図をプ リンタに連続でハー ドコピー します。
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2.伏図表示

伏図を選択す ると、画面 に伏図の項 目が表示 されます。 ファンクシ ョンキーによ り、

選択 します。

f・ 1〔伏 図〕 伏図表示

伏図の表示を行 います。 ファンクシ ョンキーを使用 し、操作を行 います。

f・ 1〔 次層〕を押す と、次の層の伏図を表示 します。

f・ 2〔 指定〕を押す と、表示 したい層番号を入力 します。層番号を指定す ると、

指定 した層の伏図が表示 され ます。

f・ 3〔 拡大〕を押す と、拡大の範囲を設定 します。拡大範囲の設定を行 うと、

画面 に拡大 された伏図が表示 され ます。

f。 4〔 標準〕を押す と、拡大 された伏図を初期の状態 に戻 します。

f・ 5〔 ゴー〕を押す と、画面 に表示 されている伏図をプ リンタにハ ー ドコピー

します。

f・ 10〔 終了〕を押す と、伏図の項 目選択 に戻 ります。

fe3〔 設 定〕 伏図表示設定

各形状番号およびスパ ン長 さ等の、表示の有無を指定 します。
「 1」 を指定す ると、表示有 りとな り、 「 2」 を指定す ると表示無 しとな ります。
f・ 10〔 終了〕を押す と、伏図の項 目選択 に戻 ります。

f・ 5〔  コピー〕 伏図連続 コピー :

伏図をプ リンタに連続でハ ー ドコピー します。
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9.5 応力図表示

応力計算結果を基 に、画面 に応力図を表示す る場合 に、指定 します。

本項を指定す ると、応力図の項 目選択 とな ります。 ファンクシ ョンキーによ り選択 し

ます。

f。 1〔 X7レ ーム〕 X方 向応力図表示

f02〔 Y7レーム〕 Y方 向応力図表示

X,Y方 向応力図の表示を行 います。 ファンクシ ョンキーを使用 し、操作を行いま

す。

自色文字 :モ ーメ ン ト  水色 :せ ん断力  紫色 :軸 力

f01〔 次軸〕を押す と、次の フ レームの応力図を表示 します。

f・ 2〔 指定〕を押す と、表示 したいフレーム番号を入力 します。フ レーム番号

を指定す ると、指定 したフ レームの応力図が表示 され ます。

f・ 3〔 拡大〕を押す と、拡大の範囲を設定 します。拡大範囲の設定を行 うと、

画面 に拡大 された応力図が表示 され ます。

f04〔 標準〕を押す と、拡大 された応力図を初期の状態に戻 します。

fe5〔 だ―〕を押す と、画面 に表示 されている応力図をプ リンタにハ ー ドコピ

ー します。

f06〔 荷重〕を押す と、表示す る荷重の選択 とな ります。荷重を選択す るとそ

の荷重の応力図が表示 され ます。

f010〔 終了〕を押す と、変位図の項 目選択に戻 ります。

f・ 3〔 設 定〕 応力図表示設定

応力およびモーメ ン トの倍率等の、表示の有無等 を指定 します。
「 1」 を指定す ると、表示有 りとな り、 「 2」 を指定す ると表示無 しとな ります。

モーメ ン トの倍率 は、 「 1」 の時が 10t口 を lmの 割合で表示 します。

f・ 10〔 終了〕を押す と、応力図の項 目選択に戻 ります。

f04〔 Xコ ピー〕 X方 向応力図連続 コピー

f・ 5〔 Yだ―〕 Y方 向応力図連続 コピー

X,Y方向応力図をプ リンタに連続でハー ドコピー します。
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9.6 変位図表示

応力計算結果を基 に、画面 に変位図を表示す る場合に、指定 します。

本項を指定す ると、変位図の項 目選択 とな ります。ファンクシ ョンキーによ り選択 し

ます。

f・ 1〔 Xフレーム〕 X方 向変位図表示

f・ 2〔 Y7レーム〕 Y方 向変位図表示

X,Y方向変位図の表示を行います。 ファンクシ ョンキーを使用 し、操作を行 いま

す。

破線 :元 のフ レーム形状  実線 :変位後のフ レーム形状

f01〔 次軸〕を押す と、次の フレームの変位図を表示 します。

f02〔 指定〕を押す と、表示 したいフ レーム番号を入力 します。 フレーム番号

を指定す ると、指定 したフレームの変位図が表示 され ます。

f03〔 拡大〕を押す と、拡大の範囲を設定 します。拡大範囲の設定を行 うと、

画面 に拡大 された変位図が表示 されます。

f04〔 標準〕を押す と、拡大 された変位図を初期の状態に戻 します。

f・ 5〔 ]ピー〕を押す と、画面に表示 されている変位図をプ リンタにハ ー ドコピ

ー します。

f06〔 荷重〕を押す と、表示す る荷重の選択 とな ります。荷重 を選択す るとそ

の荷重の変位図が表示 され ます。

f010〔終了〕を押す と、変位図の項 目選択に戻 ります。

f・ 3〔 設 定〕 変位図表示設定

変位量の表示の際の倍率を入力 します。

f・ 10〔 終了〕を押す と、変位図の項 目選択 に戻 ります。

f・ 4〔 Xだ―〕 X方 向変位図連続 コピー

f05〔 Y■―〕 Y方 向変位図連続 コピー

X,Y方 向変位図をプ リンタに連続でハー ドコピー します。
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9.7 断面計算結果図

断面計算結果を、プ リンタに印刷す る場合に、指定 します。

本項 を指定す ると、出力部材の選択 とな ります。 フラ ンクシ ョンキーによ り選択 しま

す。

f01〔 G鉄骨〕 は り計算結果鉄骨 出力

S造のは りまたは、SRC造は りのS部分を印刷 します。

印刷 したいフ レーム番号を指定 します。

f・ 10〔 終了〕を押す と、部材の選択 に戻 ります。

位置       内容         位置       内容

左端  中央 右端  テープルNO.   左端  中央 右端  テープル NO.

左端部材寸法             左端部材寸法

中央部材寸法             中央部材寸法

右端部材寸法             右端部材寸法

左端  中央 右端   フラ ンジ材種   左端  中央 右端   フラ ンジ材種

左端  中央 右端   ウェプ材種    左端  中央 右端   ウェプ材種

左端  中央 右端   曲げ検定値

左端  中央 右端  組合せ検定値

S造 は り             SRC造 は り S部 分

fe2〔 G鉄筋〕 は り計算結果鉄筋出力

RC造 のは りまたは、SRC造は りのRC部分を印刷 します。

印刷 したいフ レーム番号を指定 します。

f・ 10〔 終了〕を押す と、部材の選択 に戻 ります。

位置       内容

左端 中央 右端  は り幅

左端  中央 右端  は りせ い

左端  中央 右端  主筋 ,あ ば ら筋

左端  中央 右端  上端必要鉄筋断面積

左端  中央 右端  下端必要鉄筋断面積

左端  中央 右端  主筋本数 (上 端/下端 )

左端 中央 右端  あば ら筋比

左端 中央 右端   あば ら筋本数 ― ピッチ
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f03〔 C鉄骨〕 柱 計算結果鉄骨出力

S造の柱 または、SRC造 柱のS部分を印刷 します。

印刷 したい階番号を指定 します。

f010〔終了〕を押す と、部材の選択 に戻 ります。

位置

テープルNO.  方向  材種

柱頭

柱頭

柱脚 Y柱 頭 Y柱 脚

柱脚 Y柱 頭 Y柱 脚

S造柱

内容

部材寸法

部材寸法

曲げ検定値

組合せ検定値

位置

X方 向 Y方 向

X方 向 Y方 向
X方 向 Y方 向

内容

テープル NO.

X方 向部材寸法

Y方向部材寸法
フランジ材種
ウェプ材種

S部分SRC造柱

f・ 4〔 C鉄 筋〕 柱 計算結果鉄筋出力

RC造 の柱 または、SRC造 柱のRC部 分を印刷 します。

印刷 したい階番号を指定 します。

f・ 10〔 終了〕を押す と、部材の選択 に戻 ります。

位置

X方 向     Y方 向

X方 向     Y方 向

X方 向     Y方 向

X方 向     Y方 向

X柱 頭 X柱 脚 Y柱 頭 Y柱 脚

X方 向     Y方 向

X方 向     Y方 向

内容

柱幅

主筋,帯筋

柱頭必要鉄筋断面積

柱脚必要鉄筋断面積

主筋本数 (上 端/下端 )

帯筋比

柱頭帯筋本数 ―ビッチ

柱脚帯筋本数 ―ビッチ

f・ 5〔 設 定〕 出力形式設定

プ リンタに出力す る形式を指定 します。

f010〔終了〕を押す と、部材の選択 に戻 ります。

「 1」 を選択す ると、出力幅
「 2」 を選択す ると、出力幅
「 3」 を選択す ると、出力幅

で横に 3部 材出力 されます。

で横 に 4部 材出力 され ます。

で横 に 7部 材出力 され ます。
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■ 0. そ の 他

lo。 1 解説書の追加 申込

『 BST一 GF』 の解説書の追加を申 し込 まれ る場合 は、下記によ り申 し込みをお願

い致 します。

(1)申 込書 1を コピー し、必要事項を記入 して くだ さい。

12)代金 または銀行振込の控えの コピーを用意 して くだ さい。

(3)(1)と 12)を 当社 まで、送付 して くだ さい。銀行振込の場合は、 FAXで 送 って くだ

さい。

申込書および代金が到着 しだい、宅急便 にて発送 いた します。

10。 2 プログラムデ ィス クの復 旧申込

『 BST― GF』 のプログラムデ ィスクが、何 らかの原因で破損 した場合に、下記 に

よ り申 し込み頂 くと、新 しいプログラムデ ィスクを送付 いた します。

(1)申 込書 2を コピー し、必要事項を記入 して くだ さい。

(2)代金または銀行振込の控えの コピーを用意 して くだ さい。

(3)破損 したプログラムデ ィスクを用意 して くだ さい。

14)(1)～ (3)を 当社 まで、送付 して ください。

申込書および代金が到着 しだい、宅急便 にて発送 いた します。

10。 3 振込 口座

代金を銀行振込で支払 う場合 は、下記 口座 にお願い致 します。

第一勧業銀行  恵比寿支店   普通  1016544

0エ ー・ エ ス・ ァ ィ ー
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日日 込 書  ■

平成  年  月  日

種   類 単  価 数 量 金   額

(1)操 作編 ¥ 2,000- ¥

(2)概要編 ¥ 2,500- ¥

(3)入 力編 ¥ 3,500- ¥

(4)出 力編 ¥ 2,500- ¥

(5)鋼材テープル表 ¥ 2,000- ¥

(6)デ ータ記入 シー ト ¥ 4,000- ¥

(7)(1)～ (5)の セ ッ ト Y10,000- ¥

小   計 ¥

消費税 (小 計 × 3%) ¥

合計 (小 計 +消 費税 ) ¥

株式会社  エー・ エス・ デ ィー様

上記の『 BST― GF』 解説書を申 し込み ます。

登録番号

住 所

FAX

0      -



申 i生 ‐  2

平成  年  月  日

株式会社  エー・ エス・ デ ィー様

『BST― GF』 プログラムデ ィスクの破損の為、破損デ ィス クを同

封 し、復旧を申 し込みます。

復旧
プログラムデ ィスク   枚  ×¥5,000-=① ¥

手数料   ②¥ 10, Ooo―

③=① +②

④=③ ×0.3%

⑤=③ +④

小計    ③¥

消費税   ④¥

合計    ⑤¥

登録番号

事務所名

担当者名

0      -

住所

印
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